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ここでは、経験尤度を含む CR型統計量を時系列解析に応用することを考え
る。従属データに対して、Monti (1997)は、Whittle尤度の微分に対して経験尤度
を用いて母数の推定等を行った。また、近年Nordman and Lahiri (2006)は、短期
および長期記憶課程に対して周波数領域での経験尤度の漸近的な性質を明らかに
した。
今回の報告では、短期記憶課程に対する周波数領域でのCR型統計量の検出力の

漸近展開を与え、その比較等を行う。まず、観測系列X1; : : : ; Xnに基づいて、� D

.�1; : : : �p/0 2 ‚ � Rpを推定することを考える。また、� に関して"general esti-
mating equations"が与えられているとする。つまり、G�.�/ D .g1;�.�/; : : : ; gp;�.�//0

とすると、G� は次の"spectral moment condition"を満たす。Z �

��

G�0
.�/f .�/d� D 0; (1)

ここに、�0は � の真値で、f .�/は fXtgの spectral densityとする。

例 1. ラグm .> 0/の自己相関係数 �.m/ D  .m/= .0/を推定することを考える。
つまり、�0 D �.m/とする。このとき、G�.�/ D .eim� C e�im�/=2 � �とすると、Z �

��

G�0
.�/f .�/d� D  .m/ � �0 .0/ D 0

より、(1)を満たすことが分かる。

例 2. 時系列解析では、Whittle尤度がよく用いられる。つまり、Z �
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を満たす � を推定する。このとき、
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@
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f�.�/�1

とすれば (1)を満たす。

次に、周波数領域でのバイアス補正を行ったCR型統計量を以下で定義する。
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ここに、�j D 2�j=n、In.�/ D .2�n/�1j
Pn

tD1 Xt exp.i t�/j2、 Ob.�/=nはEŒIn.�/�

のバイアス補正項である。
ラグランジュの未定乗数法より、� ¤ �1のとき、
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で与えられる。ここに、
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� D �1の場合も、同様にラグランジュの未定乗数法より求めることが出来る。
検定統計量R�.�0/の検出力を求めるために、� D �0 C n�1=2hのもとでの検定

統計量の漸近展開を考える。それを用いて、検出力の漸近展開を得る。�p;�.z/

を自由度 pで非心度�の非心 �2の分布関数とする。このとき、次が成り立つ。

定理 1. � D �0 C n�1=2hの下でR�.�0/の分布関数は次のように漸近展開できる。

P�0Cn�1=2hŒR�.�0/ < z� D �p;�.z/ C n�1=2
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ここに、非心度は� D W ijAi;aAj ;bhahbで、fW ijgは fWijgの逆行列、

Wij .�/ D
2

2�

Z �

��

gi;�.�/gj ;�.�/f .�/2d�;

Ai;a.�/ D
1

2�

Z �

��

f@agi;�.�/gf .�/d�;

@a D @=@�aであり、また、mj .j D 0; 1; 2; 3/は gi;�.�/や f .�/であらわされる。

定理 1の結果より、CR型統計量の 2次の検出力比較を行うことができる。

定理 2. (2)で与えられた周波数領域でのバイアス補正を行ったCR型検定統計量
のクラスを考える。このとき � D 2=3のCR型検定統計量が"local maximinity"の
意味で最適である。
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